
3.1.L	 ライフサイエンス・臨床医学

3.1.L1	 健康・医療

3.1.L1.1　低・中分子創薬

領域の定義

医薬品のモダリティ（医薬品業界では製造方法や作用機序等に基づく種別をモダリティと呼ぶ）は、そ
の製造技術に基づき、二つに大別される。有機化学を基盤とする化学合成で得られる合成医薬品と、
生物学を基盤とするバイオテクノロジーで得られるバイオ医薬品である。また、明確な定義のコンセン
サスはないが、主に医薬品の分子量を指標に低分子医薬品、中分子医薬品、高分子医薬品と分類され
ることもある。ここでは、バイオ医薬に分類されない低・中分子医薬品を扱う。低分子化合物のほか、
中分子化合物として天然物、大環状化合物、ペプチド、核酸医薬などを含める。

ポイント

•	 論文動向に関して、他の領域と比較して中国の伸びが著しく、2022年現在は論文数・高被引用論文
数共にトップレベルである。中国の勢いに押され、米国、欧州のシェアは年々減少傾向である。（図
3.1-L1.1-1	b)、図3.1-L1.1-2	a)、c)、d)）

•	 特許ファミリー件数のシェアに関して、2023年には中国が米国を上回る気配を見せるが、Patent	
Asset	Indexのシェアでは米国の強さが目立つ（図3.1-L1.1-4	b）、d））。

•	 日本は論文、特許共に大きな存在感は示せていない。

図3.1-L1.1-1　　　低・中分子創薬領域における論文数の動向①
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図3.1-L1.1-2　　　低・中分子創薬領域における論文数の動向②
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図3.1-L1.1-3　　　低・中分子創薬領域における論文数の動向③
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a)	特許ファミリー件数の推移

c)	Patent	Asset	Indexの推移

b)	特許ファミリー件数の各国シェア

d)	Patent	Asset	Indexの各国シェア

図3.1-L1.1-4　　　低・中分子創薬領域における特許数の動向

e)	Patent	Asset	Index上位オーナー
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3.1.L1.2　高分子創薬（抗体）

領域の定義

有機化学を基盤に化学合成で得られる合成医薬品に対して、遺伝子組換え技術などのバイオテクノロ
ジーを利用し、微生物や動植物細胞を用いて生物的に生産	·	調製された原薬を医薬品化したものをバ
イオ医薬品という。その多くは、高分子量の生体分子（タンパク質、核酸、多糖やそれらの複合体など）
であることから「高分子医薬品」と「バイオ医薬品」はしばしば同義で用いられる。高分子医薬品は一
般的に分子量数千以上の分子群を指し、主にタンパク質、核酸、多糖やそれらの複合体、混合物から
なる。従来の低分子医薬品では困難な標的への高い結合能や選択性を発揮するものが多く、創薬モダ
リティとして難治性疾患治療などへの応用が盛んである。研究開発領域としては分子の安定性や活性の
向上、低分子化、人工分子開発、DDS、製造法開発などが含まれる。

ポイント

•	 論文数については、米国、欧州が拮抗しており半数以上のシェアを占める。しかし高被引用論文数で
は米国が欧州を引き離して1位である。また、中国の勢いが「L1.1低・中分子創薬」ほど活発ではない。
（図3.1-L1.2-1	b）、図3.1-L1.2-2	a)、c)、d)）

•	 国別企業共著割合で欧米が上位を占めるが、日本も9.2	%と比較的高い割合を占める（図3.1-	
L1.2-2	f)。

•	 特許動向を見ると、特許ファミリー件数の各国シェアでは、ほぼ米国の一強であるが、中国が次第に
増えつつある。また特許上位出願機関を見るとメガファーマのRoche社（仏）が2位を大きく引き離
し首位で、かつ上位10社はほぼ欧米の製薬・バイオ関連企業が占める。（図3.1-L1.2-4	b)、d)、e)）

•	 日本は特許ファミリー件数シェアでは2021年まで米国、中国、ドイツに次ぐ4位であったが、2022
年に韓国に抜かれ5位に順位を落とした（図3.1-L1.2-4	b））。

図3.1-L1.2-1　　　高分子創薬（抗体）領域における論文数の動向①
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図3.1-L1.2-2　　　高分子創薬（抗体）領域における論文数の動向②
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図3.1-L1.2-3　　　高分子創薬（抗体）領域における論文数の動向③
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a)	特許ファミリー件数の推移

c)	Patent	Asset	Indexの推移

b)	特許ファミリー件数の各国シェア

d)	Patent	Asset	Indexの各国シェア

図3.1-L1.2-4　　　高分子創薬（抗体）領域における特許数の動向

e)	Patent	Asset	Index上位オーナー
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3.1.L1.3　AI創薬

領域の定義

創薬研究の各段階（例えば、標的探索や医薬品候補分子の最適化など）の効率化を目的として、広義
のAI（機械学習のみでなく、従来人間が行っていた高度な判断をコンピュータによって代替する広範な
技術や研究分野）を適用する技術の確立、またそれら要素技術の統合を通して、創薬研究のあり方そ
のものを変革する試みまでを指す領域である。

ポイント

•	 領域全体の論文数および特許ファミリー件数は急増している（図3.1-L1.3-1	a)、図3.1-L1.3-4	a)）。

•	 論文数の国別推移とシェア、被引用数上位論文数、論文執筆者数において、米国が牽引し、英国、
ドイツを中心とした欧州、中国が続く。論文数上位機関には米国の大学が並ぶ。（図3.1-L1.3-1	b）、
図3.1-L1.3-2	a)、c)、d)、図3.1-L1.3-3	b)、c)）

•	 日本の論文数推移は領域全体の伸びに対して低調である（図3.1-L1.3-1	b)、図3.1-L1.3-2	b)）。

•	 特許では、中国の伸びが顕著である。ファミリー件数およびPatent	Asset	Indexの双方で米国が首
位であったが、2020年にファミリー件数が逆転し中国が首位となった。一方、Patent	Asset	Index
は依然として米国が首位を維持する。（図3.1-L1.3-4	b)、d)）

•	 Patent	Asset	Indexに着目すると、英国のAI創薬スタートアップであるBanevolentAI社や中国の
プラットフォーマーであるTencent社が上位に位置する（図3.1-L1.3-4	e)）。

図3.1-L1.3-1　　　AI創薬領域における論文数の動向①
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図3.1-L1.3-2　　　AI創薬領域における論文数の動向②
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図3.1-L1.3-3　　　AI創薬領域における論文数の動向③
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a)	特許ファミリー件数の推移

c)	Patent	Asset	Indexの推移

b)	特許ファミリー件数の各国シェア

d)	Patent	Asset	Indexの各国シェア

図3.1-L1.3-4　　　AI創薬領域における特許数の動向

e)	Patent	Asset	Index上位オーナー
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3.1.L1.4　幹細胞治療（再生医療）

領域の定義

疾患や外傷、加齢などによって、生体本来の修復機能では自然回復が困難なほどに組織・臓器が損
傷・変性し生体機能が失われた時に、幹細胞や組織・臓器の移植などによって当該組織・臓器の再生
を目指す医療を指す。なお、生体外で細胞に遺伝子改変を施し生体内に投与するex	vivo	遺伝子治療
（CAR–Tほか）については、「L1.5遺伝子治療（ex	vivo/in	vivo	）」にて扱う。本研究開発領域では、
移植対象物である細胞や組織・臓器、足場材料などの研究開発、およびそれらの基盤となる基礎研究
を含む。また、近年では移植治療ではなく、生体ナノ粒子や化合物などを活用した再生誘導研究、創
薬評価への幹細胞の活用（オルガノイド、organ–on–a–chip、疾患iPS細胞など）、さらには未来の食
として期待される培養肉の研究開発など、これまでの幹細胞治療（再生医療）研究で得られた様々な
知見や技術を新たな方向へ展開しようとする研究に大きな注目が集まっており、本研究開発領域ではそ
れらも全て包含する。

ポイント

•	 論文数およびTop1%論文数について、中国の伸び率が大きく、世界を先導している（図3.1-L1.4-1	
b）、図3.1-L1.4-2	c)）。

•	 2021年における日本の論文数は3位であり、Top1%論文数は7位である。（図3.1-L1.4-1	b）、図
3.1-L1.4-2	c））

•	 論文数上位機関Top10に日本の機関は無く、日本の機関で最も順位が高いのは京都大学の17位で
ある。（図3.1-L1.4-3	b））

•	 日本の特許ファミリー件数シェアは4位、Patent	Asset	Indexは4位である。（図3.1-L1.4-4	b）、
図3.1-L1.4-4	d)）

図3.1-L1.4-1　　　幹細胞治療（再生医療）領域における論文数の動向①
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図3.1-L1.4-2　　　幹細胞治療（再生医療）領域における論文数の動向②
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図3.1-L1.4-3　　　幹細胞治療（再生医療）領域における論文数の動向③
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a)	特許ファミリー件数の推移

c)	Patent	Asset	Indexの推移

b)	特許ファミリー件数の各国シェア

d)	Patent	Asset	Indexの各国シェア

図3.1-L1.4-4　　　幹細胞治療（再生医療）領域における特許数の動向

e)	Patent	Asset	Index上位オーナー
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3.1.L1.5　遺伝子治療（in	vivo遺伝子治療／ex	vivo遺伝子治療）

領域の定義

遺伝子導入ベクターなどを用いて治療用遺伝子を導入し、遺伝性疾患などの根治を目指す医療技術（in	
vivo	遺伝子治療）、および、遺伝子改変などにより治療機能を搭載した細胞を用いて疾患の制御・根
治を目指す医療技術（ex	vivo	遺伝子治療）を本領域では扱う。

ポイント

•	 論文数および特許ファミリー件数について、米国が世界を先導し、中国がそれを追いかける形である
（図3.1-L1.5-1	b）、図3.1-L1.5-4	b)）。

•	 Top1%論文数については、米国が世界を圧倒している（図3.1-L1.5-2	c））。

•	 2021年における日本の論文数は6位である（図3.1-L1.5-1	b））。

•	 論文数上位機関Top10に日本の機関は無く、日本の機関で最も順位が高いのは東京大学の108位
である（図3.1-L1.5-3	b））。

•	 2022年における日本の特許ファミリー件数のシェアは4位、Patent	Asset	Indexのシェアは8位で
ある（図3.1-L1.5-4	b）、図3.1-L1.5-4	d)）。

図3.1-L1.5-1　　　遺伝子治療（in	vivo遺伝子治療／ex	vivo遺伝子治療）領域における論文数の動向①
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図3.1-L1.5-2　　　遺伝子治療（in	vivo遺伝子治療／ex	vivo遺伝子治療）領域における論文数の動向②
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図3.1-L1.5-3　　　遺伝子治療（in	vivo遺伝子治療／ex	vivo遺伝子治療）領域における論文数の動向③
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a)	特許ファミリー件数の推移

c)	Patent	Asset	Indexの推移

b)	特許ファミリー件数の各国シェア

d)	Patent	Asset	Indexの各国シェア

図3.1-L1.5-4　　　遺伝子治療（in	vivo遺伝子治療／ex	vivo遺伝子治療）領域における特許数の動向

e)	Patent	Asset	Index上位オーナー
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3.1.L1.6　ゲノム治療

領域の定義

「ゲノム医療」とは、個人のゲノム情報をはじめとした各種オミクス検査情報をもとにして、患者の体質
や病状に適した医療を行うことを指す。具体的には、質と信頼性が担保されたゲノム検査結果をはじめ
とした種々の医療情報を用いて診断を行い、最も有効と期待される予防、治療および発症予測を行うこ
とを言う。“がん”に特化したものを「がんゲノム医療」と呼び、主に後天的に発生した遺伝子異常（体
細胞系列変異）を調べる。難病を対象とする「難病ゲノム医療」など非がん領域におけるゲノム医療では、
主に受精卵形成時に既に生じている先天的な遺伝子異常（生殖細胞系列変異）を調べる。それらの方
法論や解釈、また医療現場における患者対応には、大きな差異が存在する。

ポイント

•	 論文動向に関しては、米国及び英国、ドイツを中心にした欧州が論文数・高被引用論文数共にトッ
プを走る（図3.1-L1.6-1	b)、図3.1-L1.6-2	a)、c)、d)）。

•	 特許動向に関しては、2017年以降、特許ファミリー件数のシェアでは中国が米国を上回りトップを
維持しているが、Patent	Asset	Indexのシェアでは米国が圧倒的に強いままである。また、企業よ
りもアカデミアや研究機関の出願が目立つのは診療データや組織検体を必要とする分野のためと考え
られる。（図3.1-L1.6-4	b)、4	d)、4	e)）

•	 日本は論文、特許共に大きな存在感は示せていない。

図3.1-L1.6-1　　　ゲノム治療領域における論文数の動向①
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図3.1-L1.6-2　　　ゲノム治療領域における論文数の動向②
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図3.1-L1.6-3　　　ゲノム治療領域における論文数の動向③
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a)	特許ファミリー件数の推移

c)	Patent	Asset	Indexの推移

b)	特許ファミリー件数の各国シェア

d)	Patent	Asset	Indexの各国シェア

図3.1-L1.6-4　　　ゲノム治療領域における特許数の動向

e)	Patent	Asset	Index上位オーナー
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3.1.L1.7　バイオマーカー・リキッドバイオプシー

領域の定義

バイオマーカーとは、集団の中から病気の可能性のある人を発見する、疾患を特定する、病気の進行
度・ステージを把握する、治療中や治療後の経過を観察する、予後を予測する、最適な治療を決定す
る、などの目的に応じた様々な診断を下すために客観的に測定・評価される指標である。がん領域で
は、診断、治療選択のために腫瘍組織検体を用いた体細胞変異等の遺伝子検査が臨床で用いられて
いる。より侵襲性の低い検査方法として、血液、尿、胸腹水などの液性検体に含まれる腫瘍由来核酸
等を測定対象とするリキッドバイオプシーが注目されている。当初、リキッドバイオプシーは腫瘍のが
ん細胞（Circulating	Tumor	Cells	:	CTC）や腫瘍細胞のDNAの断片（circulating	tumor	DNA	:	
ctDNA）を探すことを意味していたが、近年は拡大解釈され、RNA、タンパク質、代謝物、エクソソー
ムなどの様々な物質がリキッドバイオプシーにおけるバイオマーカーになる可能性が検討されている。ま
た、がん以外の領域、特に神経変性疾患や精神疾患など、脳に病変があると思われる疾患で、診断検
査にも利用することが試みられている。これらの研究開発を進展させることにより、疾患メカニズムの
解析および、診断計測機器・治療技術を高度化し、精密医療（個別化医療）の進展に資する。

ポイント

•	 論文動向を見ると、論文数では中国が欧米を追い抜き1位となり、高被引用論文数でも欧米に追い
つきつつある。米国は量では中国と欧州に劣るが、現状では高被引用論文数でトップを走る。（図
3.1-L1.7-1	b)、図3.1-L1.7-2	c)、d)）

•	 特許動向に関しては、特許ファミリー件数のシェアは2022年に中国が米国を上回りトップになったが、
Patent	Asset	Indexでは米国が圧倒的に強いままである。また、上位出願者を見ると製薬企業、ア
カデミア、研究機関、バイオテクノロジー企業と多岐に渡るのも特徴である。（図3.1-L1.7-4	b)、d)、
図3.1-L1.7-4	e））

•	 日本は2021年の国別論文執筆者数では米国、中国、英国、ドイツに次ぐ5位と比較的上位に位置
する（図3.1-L1.7-3	c)）。

図3.1-L1.7-1　　　バイオマーカー・リキッドバイオプシー領域における論文数の動向①
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図3.1-L1.7-2　　　バイオマーカー・リキッドバイオプシー領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 527CRDS-FY2024-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データから見る研究開発動向（2024年）

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
分
析

（
研
究
開
発
領
域
別
）

3



図3.1-L1.7-3　　　バイオマーカー・リキッドバイオプシー領域における論文数の動向③
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a)	特許ファミリー件数の推移

c)	Patent	Asset	Indexの推移

b)	特許ファミリー件数の各国シェア

d)	Patent	Asset	Indexの各国シェア

図3.1-L1.7-4　　　バイオマーカー・リキッドバイオプシー領域における特許数の動向

e)	Patent	Asset	Index上位オーナー
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3.1.L1.8　AI診断・予防

領域の定義

現在様々な分野において機械学習や深層学習などの人工知能（artificial	intelligence:	AI）技術が導
入されているが、医療・ヘルスケア分野においても、医用画像解析へのAI適用をはじめとして、主に
診断機器において社会実装が進む。近年では、ウェアラブルデバイスなどの計測機器の進展により、日
常的に低・非侵襲でバイタルデータの計測が可能となったため、ある時点のデータに基づく疾患の検
知・診断にとどまらず、疾患の予防や治療の選択、予後の予測などにおいてもAIの適用が進みつつある。

ポイント

•	 領域全体の論文数および特許ファミリー件数は急増している（図3.1-L1.8-1	a)、図3.1-L1.8-4	a)）。

•	 論文数は、首位の米国に英国、ドイツを中心とした欧州が続く形で増加し続けてきたものの、中国の
論文数急増に押されシェアは減少し、欧州と中国の順位は2020年に逆転した。論文数上位機関に
は米国の大学が並ぶ。（図3.1-L1.8-1	b)、図3.1-L1.8-2	a)、図3.1-L1.8-3	b)）

•	 日本は、ドイツに次ぎ企業共著論文の割合が多い（図3.1-L1.8-2	f)）。

•	 特許については、中国の伸びが顕著である。特許ファミリー件数およびPatent	Asset	Index双方の
シェアにおいて米国が首位であったが、2019年にファミリー件数の順位が逆転し中国が首位となった。
一方、Patent	Asset	Indexは依然として米国が首位を維持する。日本は2013年末時点はファミリー
件数およびPatent	Asset	Indexにおいて2位に位置していたものの、これらのシェアは減少傾向に
ある。（図3.1-L1.8-4	b)、d)）

•	 Patent	Asset	Index上位オーナーは、大手医療機器メーカーのほか、中国の平安科技(深圳圳)など
である（図3.1-L1.8-4	e)）。

図3.1-L1.8-1　　　AI診断・予防領域における論文数の動向①
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図3.1-L1.8-2　　　AI診断・予防領域における論文数の動向②
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図3.1-L1.8-3　　　AI診断・予防領域における論文数の動向③
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a)	特許ファミリー件数の推移

c)	Patent	Asset	Indexの推移

b)	特許ファミリー件数の各国シェア

d)	Patent	Asset	Indexの各国シェア

図3.1-L1.8-4　　　AI診断・予防領域における特許数の動向

e)	Patent	Asset	Index上位オーナー
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3.1.L1.9　感染症

領域の定義

人類の健康を脅かす様々な感染症（ウイルス、細菌、真菌、薬剤耐性、人獣共通感染ほか）を克服す
るために必要な、感染・発症・拡大のメカニズム研究、新規診断・治療技術（抗ウイルス薬、抗菌薬、
ファージ治療など）、次世代ワクチン・アジュバントの開発、生産・製造技術確立など、基礎研究から
臨床応用研究を包含する領域である。

ポイント

•	 論文動向に関しては、2020年から急激に論文数が増え始めた。これはCOVID-19の流行によるた
めと考えられる。論文数・高被引用論文数共に欧米がトップを率いるが、2020年以降中国の高被
引用論文数が跳ね上がっており、これも同様にCOVID-19の影響と考えられる。（図3.1-L1.9-1	a)、
図3.1-L1.9-2	c)、図3.1-L1.9-2	d)）

•	 特許動向に関しては、2015年以降、特許ファミリー件数のシェアでは中国が米国を上回りトップを
維持しているが、Patent	Asset	Indexのシェアでは米国が圧倒的に強いままである。また、上位
出願機関を見ると主にメガファーマが中心である。（図3.1-L1.9-4	b)、図3.1-L1.9-4	d)、図3.1-
L1.9-4	e)）

•	 日本は特許の量を表す指標では、2022年において中国、米国、韓国に次ぐ第4位である（図3.1-
L1.9-4	b））。

図3.1-L1.9-1　　　感染症領域における論文数の動向①
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図3.1-L1.9-2　　　感染症領域における論文数の動向②
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3_1-L1_8-123

図3.1-L1.9-3　　　感染症領域における論文数の動向③
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a)	特許ファミリー件数の推移

c)	Patent	Asset	Indexの推移

b)	特許ファミリー件数の各国シェア

d)	Patent	Asset	Indexの各国シェア

図3.1-L1.9-4　　　感染症領域における特許数の動向

e)	Patent	Asset	Index上位オーナー
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3.1.L1.10　がん

領域の定義

がんは、がん細胞が無限に増殖し、浸潤・転移し最終的に個体を死に至らしめる疾患である。日本、
欧米、中国ほか多くの国々で、最も活発に研究開発が推進されている疾患でもあり、がんの生物学的
な特性や臨床上の理解、そして診断・治療法の臨床試験に至るまで、関連する研究は幅広い。がんの
診断・治療の観点からは、新規モダリティや新しい診断法は、「L1.1低・中分子創薬」、「L1.2高分子
医薬」、「L1.5遺伝子治療（in	vivo遺伝子治療/ex	vivo遺伝子治療	）、「L1.6ゲノム医療」などの領
域にも含まれる。

ポイント

•	 論文、特許共に、中国が数で世界を先導している（図3.1-L1.10-1	b）、図3.1-L1.10-4	b)）。

•	 Top1%論文数は、中国の躍進が目覚ましいが、現時点では米国が世界を先導している（図3.1-
L10.1-2	c））。

•	 日本の論文数は米国、中国に次ぐ3位グループであり、その中では先導している（図3.1-L1.10-1	b）、
図3.1-L1.10-2	a)）。

•	 論文数上位機関Top10に日本の機関は無く、日本の機関で最も順位が高いのは国立がんセンターの
82位である（図3.1-L1.10-3	b））。

•	 2021年の日本のTop1%論文数は、調査対象機関中ではカナダに次ぐ7位である（図3.1-L1.10-2	c））。

•	 2022年の日本の特許ファミリー件数のシェアは韓国に次ぐ4位、特許の質は5位である（図3.1-
L1.10-4	b）、d)）。

図3.1-L1.10-1　　　がん領域における論文数の動向①
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図3.1-L1.10-2　　　がん領域における論文数の動向②
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図3.1-L1.10-3　　　がん領域における論文数の動向③
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a)	特許ファミリー件数の推移

c)	Patent	Asset	Indexの推移

b)	特許ファミリー件数の各国シェア

d)	Patent	Asset	Indexの各国シェア

図3.1-L1.10-4　　　がん領域における特許数の動向

e)	Patent	Asset	Index上位オーナー
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3.1.L1.11　脳・神経

領域の定義

脳科学は基礎生命科学の一分野であるとともに、精神・神経疾患を対象とする医学、そして人工知
能を扱う数理科学等、多彩な学問をカバーする巨大な学際領域である。研究対象のスケールも分子
レベルから個体や社会レベルに至る多階層性をもつ。本領域では基礎生命科学としての脳科学・神
経科学と脳の疾患を対象にする医学領域、および脳の情報を読み出し機能を補綴しようとするBrain	
Machine	Interface（BMI）を扱う。脳科学の及ぼす影響の拡がりは従来の医療倫理・生命倫理を
超えるものであり「脳神経倫理学」が重要になっている。これら異なる方向性をもつ学問領域は技術・
知識基盤を共有しつつ発展しており、その全体を俯瞰する形で領域を設定した。

ポイント

•	 領域全体の論文数は10年間で2倍程度に漸増している（図3.1-L1.11-1	a））。

•	 論文数と高被引用論文数では、2021年において米国が首位であるが、英国、ドイツを中心とした欧
州が首位に迫っている。中国は論文数を大きく増やして追随している。日本の論文数は米国、中国、
英国、ドイツ、カナダに次いで6位であり、企業との共著の割合が高いのが特徴である。（図3.1-
L1.11-1	b）、図3.1-L1.11-2	a）、c）、d）、f））

•	 特許ファミリー件数は10年間で2倍に増加している。2022年において中国の特許ファミリー件数シェ
アが40％を越えて1位であり、米国が2位に続く。日本は韓国に次いで4位である。（図3.1-L1.11-4	
a）、4b））

•	 Patent	Asset	Indexのシェアでは、米国が圧倒的な力を示している。メガファーマと米国の大学が
上位を占めている。（図3.1-L1.11-4	d）、e））

図3.1-L1.11-1　　　脳・神経領域における論文数の動向①
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図3.1-L1.11-2　　　脳・神経領域における論文数の動向②
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図3.1-L1.11-3　　　脳・神経領域における論文数の動向③
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a)	特許ファミリー件数の推移

c)	Patent	Asset	Indexの推移

b)	特許ファミリー件数の各国シェア

d)	Patent	Asset	Indexの各国シェア

図3.1-L1.11-4　　　脳・神経領域における特許数の動向

e)	Patent	Asset	Index上位オーナー
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3.1.L1.12　免疫・炎症

領域の定義

免疫は「ヒトが疫病（感染症）から免れる仕組み」としての理解に端を発し、長年に亘ってその詳細
なメカニズムの研究、および医療応用が進められてきた領域である。現在では感染症や自己免疫疾患、
炎症性疾患、アレルギー性疾患に加え、がん、神経疾患、代謝性疾患など、多様な疾患群の根底に免
疫が深く関わっていることが見いだされており、生体の恒常性維持に不可欠の基盤的な生命システムで
あると言える。それら疾病のメカニズムの理解にとどまらず、免疫機構に着目した医療技術として、抗
体/サイトカイン医薬、人工免疫細胞医薬（CAR–T、TCR–Tほか）など、産業インパクトの大きなも
のが次 と々登場している。

ポイント

•	 論文、特許共に、中国が数で世界を先導している（図3.1-L1.12-1	b））、図3.1-L1.12-4	b)）。

•	 Top1%論文数は、中国の伸び率は大きいが、今なお米国が世界を先導している（図3.1-L12.1-2	c））。

•	 日本の論文数は米国、中国に次ぐ3位グループであり、その中ではドイツに次ぐ位置にある。
（図.1-L1.12-1	b、図3.1-L1.12-2	a）

•	 論文数上位機関Top10に日本の機関は無く、日本の機関で最も順位が高いのは東京大学の77位で
ある（図3.1-L1.12-3	b））。

•	 2022年における日本の特許ファミリー件数のシェアは韓国に次ぐ4位、Patent	Asset	Indexのシェ
アは5位である（図3.1-L1.12-4	b）、d)）。

図3.1-L1.12-1　　　免疫・炎症領域における論文数の動向①
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図3.1-L1.12-2　　　免疫・炎症領域における論文数の動向②
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図3.1-L1.12-3　　　免疫・炎症領域における論文数の動向③
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a)	特許ファミリー件数の推移

c)	Patent	Asset	Indexの推移

b)	特許ファミリー件数の各国シェア

d)	Patent	Asset	Indexの各国シェア

図3.1-L1.12-4　　　免疫・炎症領域における特許数の動向

e)	Patent	Asset	Index上位オーナー
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3.1.L1.13　生体時計・睡眠

領域の定義

生体時計は、「時間生物学」とも呼ばれ、秩序だった生命活動に不可欠な「時間・タイミング」の制御
機構の理解を目指す領域である。最も基本的な時間制御は1日周期の概日リズム（サーカディアン・リ
ズム）であり、体内時計（概日時計）によって制御される。全身の細胞に備わる普遍的細胞機能の一
つである体内時計は、分子から行動まで多階層にわたる生命活動の時間的統合を司り、地球の自転に
伴う環境サイクルに生体を適応させるとともに、睡眠、自律神経、内分泌、代謝、免疫など多岐にわた
る生理機能の動的恒常性を担う。安定した24時間周期を生み出す物質的基盤（24時間の原理）の理
解、および、シフトワーカーの疫学研究で示唆されている恒常性破綻の病態生理（生活習慣病、老化、
ストレス、慢性炎症などとの関連）に加え、異なる周期や時間軸を包含した広い意味での「生命と時
間の統合的理解」へと展開する新たな研究開発領域として概念的広がりを見せている。生体を構成す
る数多くの機能を「時間」で統合し、個体としての恒常性を保つ生体時計は、生命科学の中でも特徴
ある学際的領域といえる。

ポイント

•	 領域全体の論文数および特許ファミリー件数は増加傾向にある（図3.1-L1.13-1	a)、図3.1-L1.13-4	
a)）。

•	 論文数および論文執筆者数は、英国、ドイツを中心とした欧州、米国が牽引するなか、近年は中国
の増加が目立つ。論文数上位機関には米国の大学やフランスの研究機関が並ぶ（図3.1-L1.13-1	b）、
図3.1-L1.13-2	a)、b)、c)、d)、図3.1-L1.13-3	b)、c)）。

•	 調査対象国中で、日本は、フランス、英国に次ぎ企業共著論文の割合が多い（図3.1-L1.13-2	f)）。

•	 特許ファミリー件数およびPatent	Asset	Index双方のシェアにおいて米国が首位である。日本は
ファミリー件数において2位に位置していたものの、2019年末時点で中国に逆転された。（図3.1-
L1.13-4	b)、d)）

•	 Patent	Asset	Indexに着目すると、大手製薬メーカーや照明機器メーカーなどが上位に位置する（図
3.1-L1.13-4	e)）。

図3.1-L1.13-1　　　生体時計・睡眠領域における論文数の動向①
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図3.1-L1.13-2　　　生体時計・睡眠領域における論文数の動向②
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図3.1-L1.13-3　　　生体時計・睡眠領域における論文数の動向③
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a)	特許ファミリー件数の推移

c)	Patent	Asset	Indexの推移

b)	特許ファミリー件数の各国シェア

d)	Patent	Asset	Indexの各国シェア

図3.1-L1.13-4　　　生体時計・睡眠領域における特許数の動向

e)	Patent	Asset	Index上位オーナー
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3.1.L1.14　老化

領域の定義

動物は成熟期以降、時間の経過とともに様々な生理機能が低下し、外界への適応力も低下していく。こ
れらの細胞、臓器、個体レベルでの機能低下、およびその過程が「老化」である。厳密には、機能低
下を伴わない経時変化は「加齢現象」として区別する場合もあるが、ここでは特に断らない限り「老化」
を包括的な用語として用いる。本研究開発領域は老化・寿命の基本メカニズムおよび老化関連疾患の
解明と制御を目指して、細胞レベルから個体レベルまでの研究開発を推進するものである。

ポイント

•	 論文、特許共に、中国が数で世界を先導している（図3.1-L1.14-1	b）、図3.1-L1.14-4	b)）。

•	 Top1%論文数では、中国の伸び率が大きいが、現時点では米国が世界を先導している（図3.1-
L14.1-2	c））。

•	 2021年における日本の論文数は4位であり、Top1%論文数は7位である（図3.1-L1.14-1	b）、図
3.1-L1.14-2	c)）。

•	 論文数上位機関Top10に日本の機関は無く、日本の機関で最も順位が高いのは東京大学の36位で
ある（図3.1-L1.14-3	b）。

•	 2022年における日本の特許ファミリー件数のシェアは5位、Patent	Asset	Indexのシェアは8位で
ある（図3.1-L1.14-4	b）、d)）。

図3.1-L1.14-1　　　老化領域における論文数の動向①
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図3.1-L1.14-2　　　老化領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 555CRDS-FY2024-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データから見る研究開発動向（2024年）

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
分
析

（
研
究
開
発
領
域
別
）

3



図3.1-L1.14-3　　　老化領域における論文数の動向③
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a)	特許ファミリー件数の推移

c)	Patent	Asset	Indexの推移

b)	特許ファミリー件数の各国シェア

d)	Patent	Asset	Indexの各国シェア

図3.1-L1.14-4　　　老化領域における特許数の動向

e)	Patent	Asset	Index上位オーナー
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3.1.L1.15　臓器連関

領域の定義

ヒトをはじめとする多臓器を有する動物では、各臓器が協調し機能することで、個体としての恒常性が
維持される。各臓器間の協調においては、ホルモンなどの液性シグナル、および神経回路を介した神経
シグナルが重要な役割を果たすことが明らかになってきているが、それらメカニズムの全貌解明には至っ
ていない。協調メカニズムを解明することで、個体の恒常性維持機構という生物の根本原理に迫り、さ
らに、その破綻による疾患の病態を解明することで、疾患の予防・治療技術の開発を目指す研究開発
領域である。

ポイント

•	 領域全体の論文数はまだ多いとは言えないが、増加傾向にある（図3.1-L1.15-1	a））。

•	 論文数は、米国が世界を先導し、中国がそれに次ぐ（図3.1-L1.15-1	b）、図3.1-L1.15-2	a)）。

•	 2022年における日本の論文数は4位であり、Top1%論文数は3位である（図3.1-L1.15-1	b）、図
3.1-L1.15-2	c)）。

•	 論文数上位機関Top10に日本の機関は無く、日本の機関で最も順位が高いのは東京大学の29位で
ある。（図3.1-L1.15-3	b））

•	 特許ファミリー件数のシェアは中国の伸び率が大きく世界を先導しており、Patent	Asset	Indexの
シェアは米国が世界を先導している（図3.1-L1.15-4	b)、d)）。

図3.1-L1.15-1　　　臓器連関領域における論文数の動向①
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図3.1-L1.15-2　　　臓器連関領域における論文数の動向②
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図3.1-L1.15-3　　　臓器連関領域における論文数の動向③
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a)	特許ファミリー件数の推移

c)	Patent	Asset	Indexの推移

b)	特許ファミリー件数の各国シェア

d)	Patent	Asset	Indexの各国シェア

図3.1-L1.15-4　　　臓器連関領域における特許数の動向

e)	Patent	Asset	Index上位オーナー
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